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本校のホームページのＱＲ

コードです。ぜひ、アクセ

スして細かな情報、登校許

可証のダウンロードなどに

ご活用ください。 

星空を見上げて 
            

副校長 
 

「それでは、街と月の明かりを消しますね」 

解説の方の合図で、場内が真っ暗になりました。パッと

明るくなると、ドームいっぱいの星空。「わぁ」という

歓声。４年生は仰向けになって見上げています。じっと

見ていると、あまりの星の数に、目まいがしそうです。

「星が動いて見えるね。でも動いているのは星たちじ

ゃない。私たちの住んでいる地球なんだよ。」 

 新宿コズミックセンターの８階にあるプラネタリウ

ムは、今年3０周年を迎えるそうです。3０年前は８階

から、東京ドームや富士山がくっきり見えました。今は

ビルの陰に隠れて、その一部しか見えません。高いビル

やマンションが周りを取り囲み、見える空の範囲は、よ

り狭くなったようです。 

 オリオン座、おおいぬ座、おうし座など、ギリシャ神

話とともに、冬の星座が語られました。星と星を結んで

できる絵画が写し出され、新宿から見えない星や星座

の物語を、子供たちは固唾を飲んで聞いていました。 

 ２月の学校は、別れと出会いへの準備の期間でもあ

ります。月末には、「６年生を送る会」があります。卒

業を控えた６年生に向けて、１年生から５年生が、歌や

劇やクイズなど、工夫を凝らして、６年生を送ります。

縦割り班活動、委員会、クラブ、１年生のお世話など、

今ある学校の明るく楽しい雰囲気をつくってくれたの

は、６年生です。その感謝の気持ちをみんなで伝えま

す。体育館は、外の寒さと対照的な、子供たちの心がつ

くる温かさで、包み込まれることと思います。 

プラネタリウムでは、「宇宙には、地球上にある砂浜

や砂漠の砂の数の１０倍の星がある」とも言っていま

した。「出会えた奇跡」という言葉があります。ドーム

からあふれるほど広がる、普段見えない星空は、それを

実感させてくれました。学校や学年や学級の友達や先

生、お世話になった方々へ、せいいっぱいの感謝を言葉

で伝え、今ある自分を大切にして、みんなで成長してい

くことを、この季節に語っていきたいと思います。 

縦割り班活動  

縦割り班担当 

縦割り班は、１年生から６年生が１４班に分かれ

て交流をします。事前に６年生が、低学年から高学年

のみんなが楽しく遊べる計画を立て、中心となって

進めています。今年は校庭が使えなくなりましたが、

教室や廊下では、ハンカチ落としや何でもバスケッ

ト、椅子取りゲーム、体育館ではおにごっこや大縄跳

び、だるまさんがころんだなどの遊びをしています。 

低学年は、上級生と協力して遊ぶ様子が見られま

す。高学年は、下級生のことを考えた言葉遣いをした

り、力を加減したりする様子が見られます。異なる学

年で交流することは、相手の気持ちを想像し、行動す

るのにとても有効な機会です。 

  2月20日（金）には、お別れ給食と縦割り班

遊びがあります。下級生から６年生へ、６年生か

ら下級生へ、互いにこれまでの感謝の気持ちを伝

えます。 

日本語指導 

              日本語指導担当 
本校では、韓国や中国など外国から来た児童も一

緒の教室で勉強しています。日本語を習得し、学校

生活や学習に、主体的に参加できるようになること

を目指して、週に２～４時間程度、外国等から転入

した児童に日本語指導を行っています。 

あいさつや曜日、数字など、日常生活に必要な言

葉の学習からスタートします。分かる言葉が増える

につれて、昨日の出来事やクラスのことなどを話し

てくれるようになります。日本語指導では「伝わっ

た」「分かってもらえた」という子どもの嬉しさに共

感し、「ほめること」を大切にしています。 

時には、意思の疎通が図れず、思いが伝えられな

いこともあります。そんな時は子供たちが互いの気

持ちを理解できるよう、教員が仲立ちとなって、

個々の言葉に丁寧に耳を傾けています。また、クラ

スの子供たちにも、言葉が分からないことの不安に

気付かせ、温かい関係を築いていけるよう声をかけ

ています。 

互いの良さを認め合い、共に高めあっていける心

を育んでいきたいと願いながら、日々、子供たちと

学習しています。 

 


